
殿

学長 　　福　田　眞　作

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○

○

（注）

〒036-8563　青森県弘前市本町53番地

電話（　0172　）　33　－　5111　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場
合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

弘前大学医学部附属病院

 5神経内科：脳神経内科にて診療を提供
　　 8代謝内科：糖尿病・代謝内科にて診療を提供
　　10アレルギー疾患内科またはアレルギー科：小児科、皮膚科及び耳鼻いんこう科・頭頸部外科にて診療を提供
　　11リウマチ科：整形外科及び内科にて診療を提供

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人弘前大学

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和6年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入
すること。

住所

弘大病経第238号

令和7年10月1日

氏名

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

弘前大学医学部附属病院の業務に関する報告について

内科 有

〒036-8560　青森県弘前市文京町１番地

国立大学法人弘前大学

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）35 4 636

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

2消化器外科 ３乳腺外科

有

外科と組み合わせた診療科名

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管
外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を
記載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして
差し支えないこと）。

外科

１呼吸器外科 ４心臓外科

597

一般 合計

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

　 7内分泌外科：乳腺外科及び外科にて診療を提供

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

腫瘍内科 糖尿病・代謝内科 形成外科 病理診断科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

394 11 397.5 114 0

15 0 15.0 16 48

33 0 33.0 7 0

0 0 0.0 4 0

20 0 20.0 0 0

645 38 672.0 26 6

0 0 0.0 2 9

2 0 2.0 1 172

10 0 10.0 46 17

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 5 年 4 月 1 日

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　袴田　健一　　　） 任命年月日

　　　　2020.4.1 ～ 2023.3.31
　　　　2023.4.1 ～ 現在

医療安全管理委員会委員長（医療安全管理責任者）
医療安全管理委員会委員（病院長）

合計

4

10

11

10

18

14

4

205

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 14

48

29

6

20

8

9

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それ
ぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

医療社会事業従事者

助産師

看護師



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

26 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

300 ㎡ （主な設備）

117 ㎡ （主な設備）

148 ㎡ （主な設備）

66 ㎡ （主な設備）

10,356 ㎡ （主な設備）

274 ㎡ 室数 室 人

1,341 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

11,754

9,464

1,314

12,152

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

自動染色装置・検体前処理装置　等

ホルマリン希釈混合装置・電動解剖鋸　等

遺伝子発現・薬剤分析ｼｽﾃﾑ・ﾊﾟｰｿﾅﾙ次世代ｼｰｹﾝｻｰ　等

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 107.5 逆紹介率 77.9

1

3

収容定員

蔵書数

205

152,190

病床数 567.8

0

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

薬剤部薬物療法支援室

175

免疫発光測定装置・電気化学発光測定装置　等

安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ・高圧蒸気滅菌装置・ﾃｰﾌﾞﾙﾄｯﾌﾟ遠心機　等

床面積

共用する室名

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
560.2

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 人工呼吸装置

2052.9

139

3

26

293

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそ
れ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入
すること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

460.1

1618.8

11.8

50.1

472

1669

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

歯科等以外 歯科等 合計

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

無

有

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

利害
関係

委員の要件
該当状況

相馬 悌
黒石市国民健康保険黒石病院

病院事業管理者
医療に係る安全管理に関する

識見を有する者 1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

板橋　幸弘
つがる西北五広域連合鰺ヶ沢病

院
院長

医療に係る安全管理に関する
識見を有する者 1

長谷河 亜希子
弘前大学人文社会科学部

公共政策講座 教授
法律に関する識見を有する者 1

吉澤　篤 前弘前大学理事 医療を受ける者 2

田坂　定智
弘前大学大学院医学研究科呼吸

器内科学講座　教授
（副病院長）

医療に係る安全管理に関する
識見を有する者 1

櫻庭　裕丈
弘前大学大学院医学研究科消化

器血液免疫内科学講座　教授
（病院長補佐）

医療に係る安全管理に関する
識見を有する者 1

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

　附属病院ホームページに掲載

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

15人

8人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

4

23人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

膜構造を用いた生理学的精子選択術

流死産検体を用いた遺伝子検査

子宮内膜受容能検査１

子宮内細菌叢検査１

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

1

1人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

S-1内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 7 61 自己免疫性溶血性貧血 2
2 筋萎縮性側索硬化症 21 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1
3 脊髄性筋萎縮症 0 63 特発性血小板減少性紫斑病 30
4 原発性側索硬化症 2 64 血栓性血小板減少性紫斑病 4
5 進行性核上性麻痺 30 65 原発性免疫不全症候群 3
6 パーキンソン病 173 66 IgＡ 腎症 44
7 大脳皮質基底核変性症 4 67 多発性嚢胞腎 32
8 ハンチントン病 0 68 黄色靱帯骨化症 15
9 神経有棘赤血球症 0 69 後縦靱帯骨化症 119
10 シャルコー・マリー・トゥース病 1 70 広範脊柱管狭窄症 8
11 重症筋無力症 56 71 特発性大腿骨頭壊死症 50
12 先天性筋無力症候群 0 72 下垂体性ADH分泌異常症 11
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 122 73 下垂体性TSH分泌亢進症 2

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動

ニューロパチー
31 74 下垂体性PRL分泌亢進症 5

15 封入体筋炎 3 75 クッシング病 6
16 クロウ・深瀬症候群 0 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
17 多系統萎縮症 17 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 23
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 51 78 下垂体前葉機能低下症 87
19 ライソゾーム病 2 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
20 副腎白質ジストロフィー 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
21 ミトコンドリア病 3 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 2
22 もやもや病 21 82 先天性副腎低形成症 0
23 プリオン病 1 83 アジソン病 1
24 亜急性硬化性全脳炎 0 84 サルコイドーシス 61
25 進行性多巣性白質脳症 0 85 特発性間質性肺炎 42
26 HTLV-1関連脊髄症 1 86 肺動脈性肺高血圧症 17
27 特発性基底核石灰化症 1 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
28 全身性アミロイドーシス 22 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 14
29 ウルリッヒ病 0 89 リンパ脈管筋腫症 3
30 遠位型ミオパチー 2 90 網膜色素変性症 41
31 ベスレムミオパチー 0 91 バッド・キアリ症候群 3
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 92 特発性門脈圧亢進症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 93 原発性胆汁性肝硬変 15
34 神経線維腫症 11 94 原発性硬化性胆管炎 4
35 天疱瘡 19 95 自己免疫性肝炎 14
36 表皮水疱症 6 96 クローン病 137
37 膿疱性乾癬（汎発型） 12 97 潰瘍性大腸炎 274
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 0 98 好酸球性消化管疾患 1
39 中毒性表皮壊死症 0 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
40 高安動脈炎 17 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
41 巨細胞性動脈炎 3 101 腸管神経節細胞僅少症 0
42 結節性多発動脈炎 4 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
43 顕微鏡的多発血管炎 26 103 CFC症候群 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 2 104 コステロ症候群 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 22 105 チャージ症候群 0
46 悪性関節リウマチ 11 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0

47 バージャー病 0 107 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

7

48 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 219 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 74 110 ブラウ症候群 0
51 全身性強皮症 57 111 先天性ミオパチー 0
52 混合性結合組織病 31 112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0
53 シェーグレン症候群 45 113 筋ジストロフィー 3
54 成人スチル病 20 114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 6 115 遺伝性周期性四肢麻痺 0
56 ベーチェット病 100 116 アトピー性脊髄炎 0
57 特発性拡張型心筋症 20 117 脊髄空洞症 4
58 肥大型心筋症 8 118 脊髄髄膜瘤 0
59 拘束型心筋症 0 119 アイザックス症候群 0
60 再生不良性貧血 16 120 遺伝性ジストニア 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
121 神経フェリチン症 0 181 クルーゾン症候群 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 2 182 アペール症候群 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性白質

脳症
0 183 ファイファー症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳

動脈症
2 184 アントレー・ビクスラー症候群 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん

性白質脳症
0 185 コフィン・シリス症候群 0

126 ペリー症候群 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 2 187 歌舞伎症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 188 多脾症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 189 無脾症候群 1
130 先天性無痛無汗症 0 190 鰓耳腎症候群 0
131 アレキサンダー病 0 191 ウェルナー症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 192 コケイン症候群 0
133 メビウス症候群 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 194 ソトス症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
136 片側巨脳症 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 197 １p36欠失症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 198 ４p欠失症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 199 ５p欠失症候群 0
140 ドラベ症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 201 アンジェルマン症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 202 スミス・マギニス症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 203 22q11.2欠失症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 204 エマヌエル症候群 0
145 ウエスト症候群 1 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
146 大田原症候群 0 206 脆弱X症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 207 総動脈幹遺残症 5
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 208 修正大血管転位症 1
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 209 完全大血管転位症 3
150 環状20番染色体症候群 0 210 単心室症 5
151 ラスムッセン脳炎 0 211 左心低形成症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 212 三尖弁閉鎖症 2
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳

症
0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 215 ファロー四徴症 8
156 レット症候群 0 216 両大血管右室起始症 4
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 217 エプスタイン病 0
158 結節性硬化症 2 218 アルポート症候群 0
159 色素性乾皮症 1 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
160 先天性魚鱗癬 0 220 急速進行性糸球体腎炎 0
161 家族性良性慢性天疱瘡 0 221 抗糸球体基底膜腎炎 3
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 6 222 一次性ネフローゼ症候群 50
163 特発性後天性全身性無汗症 3 223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1
164 眼皮膚白皮症 0 224 紫斑病性腎炎 0
165 肥厚性皮膚骨膜症 1 225 先天性腎性尿崩症 0
166 弾性線維性仮性黄色腫 0 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 0
167 マルファン症候群 3 227 オスラー病 12
168 エーラス・ダンロス症候群 1 228 閉塞性細気管支炎 0
169 メンケス病 0 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 2
170 オクシピタル・ホーン症候群 0 230 肺胞低換気症候群 0
171 ウィルソン病 6 231 α1－アンチトリプシン欠乏症 1
172 低ホスファターゼ症 0 232 カーニー複合 0
173 VATER症候群 0 233 ウォルフラム症候群 0

174 那須・ハコラ病 0 234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを

除く。）
0

175 ウィーバー症候群 0 235 副甲状腺機能低下症 1
176 コフィン・ローリー症候群 0 236 偽性副甲状腺機能低下症 0

177 ジュベール症候群関連疾患
旧病名（有馬症候群）

0 237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0

178 モワット・ウィルソン症候群 0 238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 3
179 ウィリアムズ症候群 0 239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0
180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0 240 フェニルケトン尿症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
241 高チロシン血症1型 0 301 黄斑ジストロフィー 1
242 高チロシン血症2型 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
243 高チロシン血症3型 0 303 アッシャー症候群 1
244 メープルシロップ尿症 0 304 若年発症型両側性感音難聴 2
245 プロピオン酸血症 0 305 遅発性内リンパ水腫 0
246 メチルマロン酸血症 0 306 好酸球性副鼻腔炎 137
247 イソ吉草酸血症 0 307 カナバン病 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 308 進行性白質脳症 0
249 グルタル酸血症1型 0 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
250 グルタル酸血症2型 0 310 先天異常症候群 0
251 尿素サイクル異常症 0 311 先天性三尖弁狭窄症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 1 312 先天性僧帽弁狭窄症 0
253 先天性葉酸吸収不全 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0
254 ポルフィリン症 0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／ＬＭＸ

１Ｂ関連腎症
0

256 筋型糖原病 0 316 カルニチン回路異常症 0
257 肝型糖原病 0 317 三頭酵素欠損症 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0 318 シトリン欠損症  0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェラー

ゼ欠損症
0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

260 シトステロール血症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトール

（GPI）欠損症
0

261 タンジール病 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
262 原発性高カイロミクロン血症 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症   0
263 脳腱黄色腫症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
264 無βリポタンパク血症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
265 脂肪萎縮症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
266 家族性地中海熱 10 326 大理石骨病 0

267 高ＩｇＤ症候群 0 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに

限る。）
0

268 中條・西村症候群 0 328 前眼部形成異常 0

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症

候群
0 329 無虹彩症 0

270 慢性再発性多発性骨髄炎 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
旧病名（先天性気管狭窄症）

0

271 強直性脊椎炎 9 331 特発性多中心性キャッスルマン病 5
272 進行性骨化性線維異形成症 1 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
274 骨形成不全症 1 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
275 タナトフォリック骨異形成症 0 335 ネフロン癆 0
276 軟骨無形成症 1 336  家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合体） 0
277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0 337 ホモシスチン尿症 2
278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 1 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
279 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変） 0 339
280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0 340
281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0 341
282 先天性赤血球形成異常性貧血 0 342
283 後天性赤芽球癆 4 343
284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 1 344
285 ファンコニ貧血 0 345
286 遺伝性鉄芽球性貧血 0 346
287 エプスタイン症候群 0 347
288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 2 348
289 クロンカイト・カナダ症候群 0 349
290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1 350
291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 0 351
292 総排泄腔外反症 1 352
293 総排泄腔遺残 0 353
294 先天性横隔膜ヘルニア 0 354
295 乳幼児肝巨大血管腫 0 355
296 胆道閉鎖症 5 356
297 アラジール症候群 0 357
298 遺伝性膵炎 0 358
299 嚢胞性線維症 0 359
300 ＩｇＧ４関連疾患 8 360

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 128
合計患者数（人） 2,715



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・情報通信機器を用いた診療

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療医療安全対策加算２

　・ハイリスク分娩管理加算

　・後発医薬品使用体制加算２

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・歯科外来診療感染対策加算３

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算１

　・急性期看護補助体制加算

　・看護職員夜間配置加算

　・精神疾患診療体制加算

　・地域医療体制確保加算

　・救命救急入院料４

　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・栄養サポートチーム加算

　・看護補助加算

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１

　・データ提出加算

　・入退院支援加算

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・特定集中治療室管理料１

　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・新生児特定集中治療室管理料２

　・小児入院医療管理料２

　・

　・

　・感染対策向上加算１

　・患者サポート体制充実加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

　・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

　・

　・

　・

　・

　・ハイリスク妊娠管理加算 　・

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・医療安全対策加算１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・連携充実加算 　・遺伝カウンセリング加算

　・療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援加
算

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

　・院内トリアージ実施料 　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

　・外来放射線照射診療料 　・検体検査管理加算（Ⅳ）

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・国際標準検査管理加算

　・二次性骨折予防継続管理料１ 　・がんゲノムプロファイリング検査

　・二次性骨折予防継続管理料３ 　・先天性代謝異常症検査

　・下肢創傷処置管理料
　・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特
異性同定検査）

　・腎代替療法指導管理料 　・染色体検査の注２に規定する施設基準

　・一般不妊治療管理料 　・骨髄微小残存病変量測定

　・生殖補助医療管理料１ 　・BRCA１／２遺伝子検査

　・糖尿病透析予防指導管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血
糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

　・小児運動器疾患指導管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・婦人科特定疾患治療管理料 　・遺伝学的検査の注１に規定する施設基準

　・外来緩和ケア管理料 　・歯科治療時医療管理料

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・救急患者連携搬送料

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・がん患者指導管理料ロ 　・医療機器安全管理料１

　・がん患者指導管理料ハ 　・医療機器安全管理料２

　・がん患者指導管理料ニ 　・精神科退院時共同指導料１及び２

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・がん性疼痛緩和指導管理料の注２に規定する難治性がん
性疼痛緩和指導管理加算

　・こころの連携指導料（Ⅱ）

　・がん患者指導管理料イ 　・薬剤管理指導料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・外来栄養食事指導料の注３に規定する基準 　・がん治療連携計画策定料

　・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタ
リング加算

　・ハイリスク妊産婦連携指導料１

　・糖尿病合併症管理料 　・ハイリスク妊産婦連携指導料２

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・頭部MRI撮影加算

　・胎児心エコー法 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・小児鎮静下MRI撮影加算

　・ヘッドアップティルト試験 　・外来化学療法加算１

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・無菌製剤処理料

　・神経学的検査 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

　・補聴器適合検査 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・全視野精密網膜電図 　・がん患者リハビリテーション料

　・黄斑局所網膜電図 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・ロービジョン検査判断料 　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・内服・点滴誘発試験
　・通院・在宅精神療法の注８に規定する療養生活継続支援
加算

　・小児食物アレルギー負荷検査
　・通院・在宅精神療法の注４に規定する児童思春期精神科
専門管理加算

　・前立腺針生検法（MRI撮影及び超音波検査融合画像によ
るもの）

　・通院・在宅精神療法の注１０に規定する児童思春期支援
指導加算

　・精密触覚機能検査
　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る）

　・経気管支凍結生検法 　・認知療法・認知行動療法１

　・画像診断管理加算４ 　・多血小板血漿処置

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイド
PETイメージング剤を用いた場合を除く）

　・人工腎臓

　・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた
場合を除く）

　・硬膜外自家血注入

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイド
PETイメージング剤を用いた場合に限る）

　・導入期加算３及び腎代替療法実績加算

　・冠動脈CT撮影加算
　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するLDLアフェレシス療法

　・CT撮影及びMRI撮影 　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

　・乳房MRI撮影加算 　・手術用顕微鏡加算

　・血液予備量比コンピューター断層撮影 　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法

　・外傷全身CT加算 　・ストーマ合併症加算

　・心臓MRI撮影加算 　・歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・人工内耳植込術 　・胸腔鏡下弁形成術

　・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水
晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

　・網膜再建術

　・角結膜悪性腫瘍切除手術
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・羊膜移植術
　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの）

　・内視鏡下筋層切開術

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿
管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）、膣腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（便失禁）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

　・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算
　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 　・気管支バルブ留置術

　・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
　・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉
を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの） 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・椎間板内酵素注入療法
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・緊急穿頭血腫除去術
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科）

　・骨悪性腫瘍、類骨骨種及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療
法

　・乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ
節生検（併用）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む）（自家培養軟骨移植術に限
る）

　・乳癌センチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリンパ
節生検（単独）

　・歯科技工加算１及び２
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）（歯科）、下顎骨
形成術（骨移動を伴う場合に限る）（歯科）

　・皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算 　・顎関節人工関節全置換術（歯科）

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る）

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・口腔粘膜処置
　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、植
込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

　・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加
算

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む）

　・CAD／CAM冠及びCAD／CAMインレー 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・補助人工心臓
　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・経皮的下肢動脈形成術 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 　・腹腔鏡下膵中央切除術

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）

　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）　・腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切

開後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘
出術、腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切
開副腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小
切開腎摘出術、腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術、腹腔鏡下
小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍
摘出術及び腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下肝切除術

　・生体部分肝移植術

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（心筋電極の場合）

　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術(単純切除術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性
腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・不整脈手術　左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

　・不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・腹腔鏡下胃切除術(単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・胸腔鏡下弁置換術 　・骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・経皮的僧帽弁クリップ術
　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・歯周組織再生誘導手術 　・

　・輸血管理料Ⅰ 　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・貯血式自己血輸血管理体制加算 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・自己生体組織接着剤作成術 　・看護職員処遇改善評価料63

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 　・

　・自己クリオプレシピテート作製術（用手法） 　・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・同種クリオプレシピテート作製術 　・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 　・入院ベースアップ評価料71

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 　・

　・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１６に掲げる手術 　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１９に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１９に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

　・病理診断管理加算２

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・画像誘導放射線治療（IGRT）

　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・体外式膜型人工肺管理料 　・定位放射線治療

　・精巣内精子採取術 　・高エネルギー放射線治療

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・一回線量増加加算

　・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・強度変調放射線治療（IMRT）

　・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術 　・放射線治療専任加算

　・人工尿道括約筋植込・置換術 　・外来放射線治療加算

　・精巣温存手術 　・遠隔放射線治療計画加算

　・生体腎移植術 　・レーザー機器加算

　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・麻酔管理料（Ⅱ）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・歯根端切除手術の注３

　・同種死体腎移植術 　・口腔粘膜血管腫凝固術
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7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 18

剖検率（％） 9.7%

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・前立腺針生検法（MRI撮影及び超音波検査融合画像
によるもの）

　・

　・

　・ 　・

　・

・その他不定期の検討会月数回程度

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

剖　検　の　状　況

・消化器(内科・外科)病理合同カンファレンス週1回

・泌尿器・病理合同カンファレンス週1回

・細胞診カンファレンス月1回

・脳神経外科・病理合同カンファレンス月１～2回

・婦人科・病理合同カンファレンス月1回

・呼吸器・病理合同カンファレンス週1回

・リンパ腫カンファレンス月1回

　・

　・ 　・
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1  研究費補助等の実績

金   額
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委 小計25件

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

ダウン症候群に伴う骨髄性白血病の分子機構の
解明と分子標的療法の開発

伊藤悦朗 医学研究科地域医療学講座

オンライン服薬指導に対応できる人材育成のた
めの教育ツールの開発

工藤正純
医学部附属病院臨床試験管理セ
ンター

1,000,000円

4,100,000円 日本学術振興会

深層学習法による高齢者術後うつの術前予測と
発症機序・予防に関する基礎的研究

廣田和美 医学研究科麻酔科学講座 3,400,000円 日本学術振興会

肉腫細胞をターゲットとした蛍光L-グルコース
による新規診断・治療法の開発

大鹿周佐
医学部附属病院リハビリテー
ション科

1,000,000円 日本学術振興会

医学部附属病院放射線診断科 1,000,000円 日本学術振興会

代謝関連脂肪性肝疾患（MAFLD）の病態解明：大
規模・多角的な横断的・縦断的研究

飯野勢
医学部附属病院消化器内科､血
液内科､免疫内科

200,000円 日本学術振興会

日本学術振興会

加齢によるシナプス可塑性の変化をパーキンソ
ン病モデル動物を用いて調べる

西嶌春生 医学部附属病院脳神経内科 1,000,000円 日本学術振興会

血管経由でがん組織を低侵襲的に採取する生検
デバイスの開発

対馬史泰

慢性期脊髄損傷に対する脂肪・骨髄由来Muse細
胞による神経再生治療法の確立

熊谷玄太郎 医学部附属病院整形外科 700,000円

日本学術振興会

パーキンソン病の早期診断における脳定量MRIミ
エリンマップに関する研究

藤田大真 医学部附属病院放射線診断科 800,000円 日本学術振興会

肺高血圧症における新たな機序の解明：エンド
セリン受容体におけるβアレスチンの役割

花田賢二
医学部附属病院循環器内科､腎
臓内科

1,000,000円 日本学術振興会

医学部附属病院整形外科 500,000円 日本学術振興会

糖尿病は膵腺管癌の硫黄呼吸を促進し予後を増
悪させる

山田貴大
医学部附属病院消化器外科､乳
腺外科､甲状腺外科

900,000円 日本学術振興会

医学部附属病院臨床試験管理セ
ンター

600,000円 日本学術振興会

集中治療における病態に応じた鎮静法の探求-内
在的治癒能力と共同する方法を目指して

外崎充 医学部附属病院集中治療部 1,100,000円 日本学術振興会

再受傷予防を目指した膝前十字靭帯再建術後の
神経筋コントロール機構の病態解明

木村由佳

放射線・化学療法抵抗性直腸癌オルガノイド解
析による新規治療標的の開発

三浦卓也

医学部附属病院歯科口腔外科 1,100,000円 日本学術振興会

胃酸分泌能低下が消化吸収や腸内細菌叢を介し
てサルコペニアに与える影響

珍田大輔 医学部附属病院光学医療診療部 1,900,000円 日本学術振興会

医学部附属病院消化器外科､乳
腺外科､甲状腺外科

1,000,000円 日本学術振興会

希釈式自己血輸血は周術期免疫機能へ影響を与
えるか

斎藤淳一 医学部附属病院麻酔科 2,500,000円 日本学術振興会

口腔癌骨浸潤における癌/骨微小環境の機能の解
明と新規骨転移・骨浸潤治療の開発

伊藤良平

Spatial Transcriptomicsを用いて、胆管癌の神
経周囲浸潤の発生機序に迫る

小笠原健太

医学研究科むつ下北地域医療学
講座

700,000円 日本学術振興会

冠攣縮性狭心症の成因における血管平滑筋収縮
の情報伝達系の役割の解明

渋谷修司
医学部附属病院循環器内科､腎
臓内科

900,000円 日本学術振興会

医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

800,000円 日本学術振興会

酪酸デリバリーカプセル併用と酪酸吸収促進効
果による炎症性腸疾患新規治療

櫻庭裕丈
医学研究科消化器血液免疫内科
学講座

1,300,000円 日本学術振興会

膵性糖尿病に対する消化酵素補充療法の適正化
に呼気中水素濃度測定は有用であるか

柳町幸

マイクロバイオーム解析による上気道難治性ア
レルギー性・好酸球性炎症の病態解明

松原篤

医学研究科消化器外科学講座 1,200,000円 日本学術振興会

医学研究科循環器腎臓内科学講
座

1,300,000円 日本学術振興会

気管支拡張症の基礎疾患と形態学的特徴および
下気道細菌叢との関連

田坂定智 医学研究科呼吸器内科学講座 800,000円 日本学術振興会

組織透明化法による遠位胆管癌の神経周囲浸潤
機構の解明

小笠原宏一

カルシウム感受性亢進に着目した冠攣縮性狭心
症の新規病態の解明と治療法の確立

富田泰史
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壁外進展様式に着目した術前治療抵抗性直腸癌
の病的機構解明

久保田隼介 医学研究科消化器外科学講座 700,000円 日本学術振興会

医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

600,000円 日本学術振興会

トレハロースによる緑内障チューブシャント手
術後の結膜瘢痕化抑制

工藤孝志 医学研究科眼科学講座 1,000,000円 日本学術振興会

医学研究科整形外科学講座 200,000円 日本学術振興会

関節内組織再生誘導メカニズムの解明と変形性
膝関節症の新規組織修復法の開発

石橋恭之 医学研究科整形外科学講座 1,000,000円 日本学術振興会

一般地域住民に対する大規模疫学調査による加
齢性難聴の遺伝的素因の解明

佐々木亮

CD14陽性樹状形細胞による関節リウマチ病態形
成の形態学的解明

黒瀬理恵

医学研究科リハビリテーション
医学講座

600,000円 日本学術振興会

特発性脊柱側弯症に対する保護者評価を活用し
た新たなスクリーニングツールの開発

和田簡一郎 医学研究科整形外科学講座 1,000,000円 日本学術振興会

医学研究科眼科学講座 1,400,000円 日本学術振興会

人工知能による予後予測精度の高い早期変形性
膝関節症診断基準作成にむけた疫学研究

佐々木英嗣
医学研究科むつ下北地域医療学
講座

1,400,000円 日本学術振興会

脳内ネットワークに着目した脊髄損傷慢性期ロ
ボットリハビリテーションの効果発現機序

津田英一

NOTCH2NLC 遺伝子上のGGC リピート配列延長の
網膜変性への関与

上野真治

医学研究科小児科学講座 1,200,000円 日本学術振興会

ダウン症関連白血病における転写因子GATA1スプ
ライシング異常の影響と作用機構

土岐力 医学研究科小児科学講座 1,100,000円 日本学術振興会

医学研究科内分泌代謝内科学講
座

1,200,000円 日本学術振興会

Long Covidの発生因子と血清3ヒドロキシ酪酸等
ストレスマーカーとの関連について

齋藤紀先 医学研究科臨床検査医学講座 300,000円 日本学術振興会

ダウン症関連白血病における長鎖非コードRNA
PVT1の機能解明

金崎里香

大豆イソフラボン代謝産物エクオールによる2型
糖尿病の新たな病態解明と治療法の開発

村上宏

医学研究科消化器外科学講座 900,000円 日本学術振興会

リンパトレース法を用いた下部直腸肛門管広域
リンパネットワークの全容解明

桑田大輔 医学研究科消化器外科学講座 1,100,000円 日本学術振興会

医学研究科不整脈先進治療学講
座

500,000円 日本学術振興会

BP230を標的とする水疱性類天疱瘡の発症機序な
らびにその誘発因子の解明

松崎康司 医学研究科皮膚科学講座 1,200,000円 日本学術振興会

遺伝子座特異的ChIP法を用いたMYCN増幅神経芽
腫MYCN遺伝子の転写制御機構の解明

藤田博陽

高周波通電焼灼効果に影響を及ぼす因子に関す
る研究

木村正臣

医学研究科放射線腫瘍学講座 900,000円 日本学術振興会

BNCT後悪心・嘔吐発症予測モデルの開発と制吐
剤予防投与の有効性評価に関する研究

佐藤まり子 医学研究科放射線腫瘍学講座 800,000円 日本学術振興会

医学研究科健康ライフサイエン
ス研究講座

900,000円 日本学術振興会

びまん性特発性骨増殖症における疫学調査と血
清biomarker探索

千葉紀之 医学研究科整形外科学講座 700,000円 日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害剤に対するBNCTの
ブースター効果を証明する

廣瀬勝己

内側前頭前野ー背側線条体神経回路はケタミン
の抗うつ作用発現を制御するか

二階堂義和

医学研究科神経精神医学講座 1,100,000円 日本学術振興会

ダウン症候群の一過性骨髄異常増殖症における
新規治療法の開発を目指した基礎的検討

照井君典 医学研究科小児科学講座 1,400,000円 日本学術振興会

医学研究科神経精神医学講座 1,500,000円 日本学術振興会

Hyperkinetic Movement Disorderの発現機序の
解明とGABA放出抑制薬による治療

冨山誠彦 医学研究科脳神経内科学講座 1,000,000円 日本学術振興会

睡眠リズム問題のある幼児神経発達症の血中メ
ラトニン濃度と日中の問題行動の関連

照井藍

経験サンプリング法を用いた育児ストレス下で
の養育者の感情測定

廣田智也
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医学研究科消化器外科学講座 1,100,000円 日本学術振興会

大動脈弁内皮細胞の形質転換を伴う弁異所性石
灰化の機構解明及びその制御物質の同定

于在強
医学研究科胸部心臓血管外科学
講座

1,300,000円 日本学術振興会

医学研究科内分泌代謝内科学講
座

1,300,000円 日本学術振興会

腸管上皮特異的 mTORC1活性化によるエネルギー
代謝調節機構の解明

藤田征弘
医学研究科内分泌代謝内科学講
座

1,400,000円 日本学術振興会

4-Methylesculetinを用いた膵癌間質制御法の膵
癌オルガノイドにおける樹立

石戸圭之輔

消化管ホルモンであるオキシントモジュリンの
生理作用解明と糖尿病治療応用への挑戦

柳町剛司

医学研究科救急災害・総合診療
医学講座

700,000円 日本学術振興会

エクオールと生活習慣病との関連 大石舞香 医学部附属病院産科婦人科 100,000円 日本学術振興会

医学研究科地域周術期管理医学
講座

700,000円 日本学術振興会

口腔内細菌と腸内細菌の相互調整機構解明およ
び生活習慣病発症予測と予防法の開発

小林恒 医学研究科歯科口腔外科学講座 1,400,000円 日本学術振興会

被ばく医療、原子力災害医療教育にバーチャル
リアリティーを活用する実証研究

花田裕之

麻酔補助薬ケタミンの非麻酔作用は癌切除手術
をうける患者の生存率を改善するか？

丹羽英智

医学部附属病院神経科精神科 700,000円 日本学術振興会

多発性骨髄腫での治療効果予測バイオマーカー
探索：血清cfDNAの経時的解析

立田卓登
医学部附属病院消化器内科､血
液内科､免疫内科

1,100,000円 日本学術振興会

医学部附属病院眼科 600,000円 日本学術振興会

がん患者への臨床薬理学的アプローチによる経
口第Xa因子阻害薬新規個別化療法の開発

中川潤一 医学部附属病院薬剤部 1,100,000円 日本学術振興会

COVID-19が子どものメンタルヘルス及び言語・
社会性の発達に与える影響

坂本由唯

ロドプシン遺伝子変異網膜色素変性モデルに対
するカルパイン阻害ペプチド徐放の効果

前田奈津姫

医学部附属病院耳鼻咽喉科頭頸
部外科

800,000円 日本学術振興会

MR(複合現実)を利用した仮想人工心肺・エクモ
シミュレーターの研究開発

小渡亮介
医学部附属病院呼吸器外科､心
臓血管外科

1,100,000円 日本学術振興会

医学部附属病院高度救命救急セ
ンター

1,300,000円 日本学術振興会

メタボロームコホート研究による変形性股関節
症の発症・進行因子の探索

大石和生 医学部附属病院整形外科 100,000円 日本学術振興会

モデル動物による好酸球性中耳炎の難治化と内
耳障害の研究

工藤直美

膵臓癌・胆道癌オルガノイドモデルを用いた癌
進展機構解明と新規治療開発

鶴田覚

医学部附属病院麻酔科 1,000,000円 日本学術振興会

パーキンソン病のエネルギー産生経路上流の異
常メカニズム解明と新規治療戦略の開発

今智矢
医学部附属病院高度救命救急セ
ンター

1,451,404円 日本学術振興会

医学部附属病院医療技術部　放
射線部門

1,100,000円 日本学術振興会

人工知能を用いた術後せん妄推論モデルの構築
と患者安全性向上に関する研究

木下裕貴 医学部附属病院集中治療部 900,000円 日本学術振興会

周術期睡眠障害が術後せん妄発症に関与える影
響

大山翼

メタボロミクスを利用した前立腺癌外部放射線
治療の有害事象および治療効果予測

小原秀樹

医学研究科整形外科 800,000円 日本学術振興会

ウロコルチン遺伝子ターゲティングマウスを用
いた脳内ストレス防御反応の解明

村澤真吾
医学研究科内分泌代謝内科学講
座

800,000円 日本学術振興会

医学部附属病院小児外科 520,000円 日本学術振興会

網膜色素変性患者の黄斑部視細胞障害診断法の
開発

原藍子 医学研究科地域医療学講座 200,000円 日本学術振興会

エクオールが女性アスリートの3主徴を有する長
距離走選手の骨代謝に与える影響の検討

藤田有紀

免疫チェックポイント阻害剤と腫瘍量減量法併
用による小児固形腫瘍根治戦略

齋藤傑

医学研究科内分泌代謝内科学講
座

800,000円 日本学術振興会
ベンゾジアゼピン系抗不安薬アルプラゾラムを
用いた偽性クッシング症候群の診断

浅利ゆう子
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医学研究科整形外科学講座 1,400,000円 日本学術振興会

免疫細胞のテロメア長を用いた癌化学免疫療法
の効果予測バイオマーカーの開発

細越正吾 医学研究科泌尿器科学講座 1,500,000円 日本学術振興会

がん転移メカニズムに着目したヒト肝胆道系3D
リンパ管システムマップの解明

鍵谷卓司
医学研究科消化器外科、乳腺外
科、甲状腺外科

1,000,000円 日本学術振興会

急性期脊髄損傷における自然回復を予測するた
めの新しいバイオマーカーの確立

新戸部陽士郎

医学研究科歯科口腔外科学講座 700,000円 日本学術振興会

ビッグデータを用いた食物繊維と腸内環境の関
係解明：メタゲノム、メタボローム解析

佐藤諭
医学研究科消化器血液免疫内科
学講座

600,000円 日本学術振興会

医学研究科産科婦人科学講座 1,000,000円 日本学術振興会

難聴関連遺伝子変異の有病率および保因者頻度
の疫学調査

後藤真一
医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

900,000円 日本学術振興会

ビッグデータを活用した口腔細菌叢比較による
骨粗鬆症リスク評価の新展開

田村好拡

卵巣明細胞癌に対するCarbonyl reductase 1遺
伝子治療の有効性

大澤有姫

医学研究科消化器血液免疫内科
学講座

1,200,000円 日本学術振興会

偽関節に対するＭｕｓｅ細胞移植による再生医
療法の確立

小野浩弥 医学研究科整形外科学講座 1,500,000円 日本学術振興会

医学研究科消化器外科学講座 1,100,000円 日本学術振興会

大動脈バルーンカテーテルの全自動化に向けた
基礎技術の開発：熟練術者手技の再現

齊藤良明
医学研究科胸部心臓血管外科学
講座

600,000円 日本学術振興会

潰瘍性大腸炎におけるschlafen11 の発現機構と
バイオマーカーとしての有用性

村井康久

蛍光L型グルコースによる腹腔内異型細胞の検
出：胃癌腹膜播種の新規診断技術の開発

横山拓史

医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

300,000円 日本学術振興会

腫瘍血管細胞を標的とした腎細胞癌特異的免疫
複合療法の開発

小玉寛健
医学研究科先進血液浄化療法学
講座

1,200,000円 日本学術振興会

医学研究科泌尿器科学講座 1,000,000円 日本学術振興会

腫瘍特異的集積性を示すペプチド-DDSによる前
立腺癌治療への応用

久保田優花 医学研究科泌尿器科学講座 900,000円 日本学術振興会

上皮性・Th2型サイトカインからみた好酸球性中
耳炎の病態解明と新規治療法の提案

三浦智也

網羅的糖鎖解析を用いた糖鎖腸内細菌叢の変化
を表す免疫学的バイオマーカーの開発

沖田和貴

医学研究科地域医療学講座 12,308,000円 厚生労働省

がん登録を利用したがん検診の精度管理方法の
検討のための研究

松坂方士 医学部附属病院医療情報部 4,000,000円 厚生労働省

医学研究科泌尿器科学講座 1,300,000円 日本学術振興会

VCMとTAZ-PIPC併用時の血清クレアチニン上昇機
序解明に関する臨床薬理学的アプローチ

横山智士 医学部附属病院薬剤部 470,000円 日本学術振興会

遺伝性骨髄不全症の登録システムの構築と診断
基準・重症度分類・診断ガイドラインの確立に
関する研究

伊藤悦朗

L型グルコース糖代謝イメージングを尿細胞診に
応用した新規尿路上皮癌診断法の開発

日下歩

大学院医学研究科脳神経内科学
講座

1,500,000円
国立大学法人信
州大学

経口セマグルチドのパーキンソン病に対する有
効性検証および用量探索試験

冨山誠彦
大学院医学研究科脳神経内科学
講座

3,300,000円
国立大学法人大
阪大学

医学部附属病院医療情報部 5,547,687円 青森県

「遠隔手術の社会実装に求められる情報通信技
術要件の検証」、「遠隔手術支援ロボットにお
ける教育機能の開発と力覚を持つロボットの遠
隔での実証」、「遠隔手術の通信環境

諸橋一
医学部附属病院消化器外科、乳
腺外科、甲状腺外科

37,331,149円
公益社団法人日
本外科学会

冨山誠彦

地域がん登録及び全国がん登録事業 松坂方士

病的バリアントを有する遺伝性認知症を対象と
したコホート構築による病態解明、バイオ マー
カー開発、治験促進

大学院医学研究科小児科学講座 2,100,000円
国立研究開発法
人国立成育医療
研究センター

子宮内膜異型増殖症・子宮体癌妊孕性温存療法
に対するメトホルミンの適応拡大にむけた多施
設共同医師主導治験

横山良仁
大学院医学研究科産科婦人科学
講座

602,600円
国立大学法人千
葉大学

小児および成人組織球症に対する晩期合併症阻
止を目指した新規治療法と長期フォローアップ
の研究開発

工藤耕
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論文種別

1
Kumagai G, Wada K,
Nitobe Y, et al

整形外科
Hypertrophic Spinal Pachymeningitis in a Patient with Chronic Antineutrophil
Cytoplasmic Antibody-Associated Nephritis: A Case Report

Spine Surg Relat Res. 2024 Oct 29;9(2):266-268. doi:
10.22603/ssrr.2024-0185. eCollection 2025 Mar 27. (オ
ンライン)

Original Article

2
Oishi T, Luo HL,
Hatayama Y, et al

泌尿器科 Multicenter, international, retrospective study of prognostic factors for Ra223
Sci Rep. 2025 Mar 28;15(1):10814. doi: 10.1038/s41598-
025-95844-8. (オンライン)

Original Article

3
Obara H, Tatara Y,
Monzen S, et al

放射線部門
Exploring predictive molecules of acute adverse events in response to volumetric-
modulated arc therapy for prostate cancer using urinary metabolites

Mol Clin Oncol. 2024 Jul 9;21(3):62. doi:
10.3892/mco.2024.2760. eCollection 2024 Sep.

Original Article

4
Naraoka M, Shimamura
N, Ohkuma H.

救急科
Cilostazol Alleviates Delayed Cerebral Ischemia After Subarachnoid Hemorrhage
by Attenuating Microcirculatory Dysfunction

Transl Stroke Res. 2024 Nov 20. doi: 10.1007/s12975-
024-01308-y. Online ahead of print.

Original Article

5
Nakagawa J, Ishido K,
Kimura N, et al

薬剤部
Abnormally high plasma concentrations of M-4, the active metabolite of edoxaban,
at the onset of acute kidney injury in a patient receiving rifampin and
clarithromycin: a case report

J Pharm Health Care Sci. 2024 Oct 28;10(1):66. doi:
10.1186/s40780-024-00390-6.

Case report

6
Yokoyama S, Nakagawa
J, Shimada M, et al

薬剤部
Quantification of the Plasma Concentration of Vadadustat by High-Performance
Liquid Chromatography with Ultraviolet Detection and Ultra-Performance Liquid
Chromatography-Tandem Mass Spectrometry

Ther Drug Monit. 2024 Jul 2. doi:
10.1097/FTD.0000000000001238. Online ahead of print.

Original Article

7
Takuto TACHITA,
Masaki RI, Sho AOKI, et
al

消化器内科，血液内科，免疫内科
Comprehensive analysis of serum cytokines in patients with multiple myeloma
before and after lenalidomide and dexamethasone.

Cancer Med. 2024 Jul;13(14):e70019. doi:
10.1002/cam4.70019

Original Article

8
Kinjo T, Hamaura S,
Tomita H.

循環器内科，腎臓内科 Hypotensive Dumping Syndrome in Hypertrophic Obstructive Cardiomyopathy
JMA J. 2025 Jan 15;8(1):295-297. doi:
10.31662/jmaj.2024-0194. Epub 2024 Nov 1.

Case report

9
Kato K, Yokoyama H,
Iwasaki T, et al

循環器内科，腎臓内科
Impact of Triglyceride Levels on the Long-term Clinical Outcomes in Patients With
Acute Myocardial Infarction

In Vivo. 2024 Nov-Dec;38(6):3078-3084. doi:
10.21873/invivo.13792. (オンライン)

Original Article

10
Kinjo T, Kimura M, Itoh
T, et al

循環器内科，腎臓内科
Cryothermal catheter ablation for focal atrial tachycardia originating from the left
atrial appendage: The utility and safety of a soft and flexible multispline mapping
catheter for the detailed anatomical evaluation

HeartRhythm Case Rep. 2024 May 21;10(8):545-548.
doi: 10.1016/j.hrcr.2024.05.009. eCollection 2024 Aug.
(オンライン)

Case report

11
Kinjo T, Kimura M,
Horiuchi D, et al

循環器内科，腎臓内科
Comparing cryoballoon and contact-force guided radiofrequency ablation in
pulmonary vein isolation for atrial fibrillation in patients with hypertrophic
cardiomyopathy

J Interv Card Electrophysiol. 2024 Oct;67(7):1635-1645.
doi: 10.1007/s10840-024-01822-x. Epub 2024 May 14.

Original Article

12
Hanada K, Sasaki S,
Kinjo T, et al

循環器内科，腎臓内科
Incidence and Predictors of Appropriate Implantable Cardioverter Defibrillator
Therapy in Japanese Ischemic Heart Disease Patients

Circ J. 2025 Feb 25;89(3):354-363. doi: 10.1253/circj.CJ-
24-0436. Epub 2024 Oct 11. (オンライン)

Original Article

13
Kinjo T, Kimura M,
Kaname N, et al

循環器内科，腎臓内科
Decremental conduction property in the slow conduction zone of adenosine-
sensitive atrial tachycardia

J Arrhythm. 2024 Aug 27;40(5):1202-1205. doi:
10.1002/joa3.13140. eCollection 2024 Oct. (オンライン)

Case report

14
Shiratori T, Nunomura Y,
Itoga M, et al.

呼吸器内科・感染症科
Mycobacterium goodii pulmonary disease in an immunocompetent patient: A case
report and literature review

J Infect Chemother
. 2025 Apr;31(4):102665. doi:
10.1016/j.jiac.2025.102665. Epub 2025 Feb 25.

Review

15
Tanaka H, Makiguchi T,
Tozuka T, et al

呼吸器内科・感染症科
Comparison of immune checkpoint inhibitor plus chemotherapy or ipilimumab plus
nivolumab-based therapy for NSCLC patients with PD-L1 TPS (1-49 %):
TOPGAN2023-01

Eur J Cancer. 2024 Dec;213:115117. doi:
10.1016/j.ejca.2024.115117. Epub 2024 Nov 5.

Original Article

16
Tanaka Y, Imaizumi T,
Kobori Y, et al

呼吸器内科/感染症科
Expression of ISG60 is induced by TLR3 signaling in BEASa ?2B bronchial epithelial
cells: Possible involvement in CXCL10 expression.

Mol Med Rep. 2024 Sep;30(3):151. Original Article

17
Fujita M, Nishijima H,
Katagai A, et al

脳神経内科
Case report: Early-onset Parkinson's disease with lower limb spasticity in a new
DJ-1/PARK7 patient

Front Neurosci. 2024 May 15;18:1400001. doi:
10.3389/fnins.2024.1400001. eCollection 2024. (オンラ
イン)

Case report

18
Kon T, Ichimata S, Di
Luca DG, et al

脳神経内科
Multiple system atrophy with amyloid-β-predominant Alzheimer's disease
neuropathologic change

Brain Commun. 2024 Apr 17;6(3):fcae141. doi:
10.1093/braincomms/fcae141. eCollection 2024.(オンラ
イン)

Original Article

19
Kon T, Forrest SL, Lee S,
et al

脳神経内科
SNCA and TPPP transcripts increase in oligodendroglial cytoplasmic inclusions in
multiple system atrophy

Neurobiol Dis. 2024 Aug;198:106551. doi:
10.1016/j.nbd.2024.106551. Epub 2024 Jun 3.(オンライ
ン)

Original Article

20
Kinoshita I, Nishijima H,
Nakamura T, et al

脳神経内科
Co-Expression of Tardive Dyskinesia and Drug-Induced Parkinsonism in Rats
Chronically Treated With Haloperidol

Neuropsychopharmacol Rep. 2025 Mar;45(1):e12524.
doi: 10.1002/npr2.12524.(オンライン)

Original Article

21
Nishijima H, Nishijima
M, Oyama C, et al

脳神経内科 Withdrawal Dyskinesia Associated With Aripiprazole in a Child: A Case Report
Cureus. 2024 Jul 23;16(7):e65223. doi:
10.7759/cureus.65223. eCollection 2024 Jul.(オンライ
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of myeloid leukemia associated with Down syndrome

Exp Hematol. 2024 Apr;132:104179. doi:
10.1016/j.exphem.2024.104179. Epub 2024 Feb 9.

Original Article

96
Koyama Remina, Umeki
Kaho, Hashimoto Shun,
et al

小児科
Overlooked nail-patella syndrome: Proteinuria indentified during regular health
check-ups at 3 years of age（見過ごされた爪膝蓋骨症候群 3歳児健診時に発見され
た蛋白尿)

Pediatrics International(1328-8067)66巻1号 Page
ped.15804(2024.)
Pediatr Int. 2024 Jan-Dec;66(1):e15804. doi:
10.1111/ped.15804.

Case report

97
Kimura N, Ishido K,
Wakiya T, et al

消化器外科，乳腺外科，甲状
腺外科

Revealing the role of early peripancreatic bacterial contamination and
Enterococcus faecalis in pancreatic fistula development after
pancreaticoduodenectomy: Implications for useful antibiotic prophylaxis-An
observational cohort study

Pancreatology. 2024 Jun;24(4):630-642. doi:
10.1016/j.pan.2024.03.008. Epub 2024 Mar 14.

Others

98
Wakiya T, Ishido K,
Kimura N, et al

消化器外科，乳腺外科，甲状
腺外科

Postoperative long-term outcomes of acute normovolemic hemodilution in
pancreatic cancer: A propensity score matching analysis

Oncol Lett. 2024 Mar 27;27(5):236. doi:
10.3892/ol.2024.14369. eCollection 2024 May.

Original Article

99
Wada K, Kumagai G,
Nitobe Y, et al

整形外科
A Case of an Iatrogenic Pseudomeningocele after Thoracic Spinal Cord Tumor
Surgery with a Long-Term Follow-Up

Spine Surg Relat Res. 2024 Mar 11;8(4):466-468. doi:
10.22603/ssrr.2023-0242. eCollection 2024 Jul 27.(オン
ライン)

Original Article

100
Usami S, Kimura Y,
Matsuzaka M, et al

整形外科
A new neural network model that detects graft ruptures and contralateral anterior
cruciate ligament injuries

Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. 2024
Apr;32(4):872-880. doi: 10.1002/ksa.12123. Epub 2024
Mar 10.

Original Article

101
Sato Eitaro, Sasaki Eiji,
Chiba Daisuke, et al

整形外科
Predictive symptoms associated with the development of radiographic knee
osteoarthritis: a 10-year longitudinal study from the Iwaki cohort

Journal of Joint Surgery and Research(2949-7051)3巻1
号 Page35-41(2025.03)

Original Article

102
Sasaki Eiji, Chiba
Daisuke, Ota Seiya, et al

整形外科
岩木コホート研究での2年長期観察からみた症候性早期変形性膝関節症基準の予後予
測能(Prognostic power of criteria for symptomatic early knee osteoarthritis from a
2-year longitudinal observation of the Iwaki cohort study)(英語)

Journal of Joint Surgery and Research(2949-7051)2巻3
号 Page111-116(2024.09)

Original Article

103
Saito N, Sagara C,
Terada A, et al

皮膚科
Pyoderma gangrenosum successfully treated with split-thickness skin grafting in
combination with negative pressure wound therapy: A case report

J Dermatol. 2024 May;51(5):e156-e157. doi:
10.1111/1346-8138.17048. Epub 2023 Nov 27.

Case report

104
Yoneyama F, Okamoto T,
Tamura Y, et al

泌尿器科
Association between oral frailty and lower urinary tract symptoms among middle-
aged and older adults in community-dwelling individuals: a cross-sectional study

Int Urol Nephrol. 2024 Jun;56(6):1803-1810. doi:
10.1007/s11255-023-03878-6. Epub 2024 Jan 12.(オン
ライン)

Original Article

105
Kodama H, Hatakeyama
S, Matsuura T, et al

泌尿器科
Incidence of postoperative cytomegalovirus and BK-polyoma virus infections and
graft loss in ABO-incompatible renal transplant recipients: a multicenter
retrospective study

Int Urol Nephrol. 2024 Jul;56(7):2187-2193. doi:
10.1007/s11255-023-03934-1. Epub 2024 Feb 9.(オンラ
イン)

Original Article

106
Sasaki A, Ikezono T,
Matsuda H, et al

耳鼻咽喉科頭頸部外科
Prevalence of perilymphatic fistula in patients with sudden-onset sensorineural
hearing loss as diagnosed by Cochlin-tomoprotein (CTP) biomarker detection: its
association with age, hearing severity, and treatment outcomes

Eur Arch Otorhinolaryngol. 2024 May;281(5):2373-2381.
doi: 10.1007/s00405-023-08368-0. Epub 2023 Dec 21.

Original Article

107
Yamauchi K, Matsushita
D, Shimizume N, et al

耳鼻咽喉科頭頸部外科
Relationship between olfactory and gustatory functions: The Iwaki health
promotion project 2019

Auris Nasus Larynx. 2024 Jun;51(3):443-449. doi:
10.1016/j.anl.2023.12.009. Epub 2024 Mar 22.

Original Article

108
Makito Mizunuma、
Christophe E. Redon、
Liton Kumar Saha, et al

産科婦人科
Acetalax (Oxyphenisatin acetate, NSC 59687) and bisacodyl Cause Oncosis in
Triple Negative Breast Cancer Cell lines by Poisoning Ion Exchange Membrane
Protein TRPM4

Cancer Res Commun
. 2024 Aug 1;4(8):2101-2111.  doi: 10.1158/2767-
9764.CRC-24-0093.(オンライン)

Original Article

109

Yukiko
Matsumura,Masayuki
Futagami,Tsukasa Baba,
et al

産科婦人科
Effectiveness of the Traditional Japanese Medicine Goshajinkigan in Preventing
Paclitaxel-Induced Peripheral Neuropathy: A Multicenter Randomized
Comparative Trial

Integr Cancer Ther
. 2024 Jan-Dec:23:15347354241278635.(オンライン)

Original Article

110
Tomoe Kodama,Ikuko
Kakizaki,Kanji Tanaka, et
al

産科婦人科
Chondroitin sulfate chain of urinary trypsin inhibitor plays an important role in
anti-inflammatory effects

Hypertens Res pregnancy 2025; 13: 10-16.
https://doi.org/10.14390/jsshp.HRP2024-
016.2025/02/07(オンライン)

Original Article

111
Konno M, Niwa H,
Kitayama M, et al

麻酔科・集中治療科
Video versus ultrasound pupillometry for detecting increased pupillary diameters
due to nociceptive stimuli: a prospective observational study

J Anesth. 2024 Apr;38(2):191-197. doi: 10.1007/s00540-
023-03297-y. Epub 2024 Jan 8.

Original Article

112
Saito J, Hirota K, Mazda
Y, Aoyama K, et al

麻酔科・集中治療科 Fixing the anesthesia research crisis in Japan
J Anesth. 2024 Apr;38(2):254-260. doi: 10.1007/s00540-
023-03292-3. Epub 2024 Jan 30.

Review 小計28件



113
Noguchi S, Saito J, Nakai
K, et al

麻酔科・集中治療科
Impact of the combination of abdominal peripheral nerve block and neuromuscular
blockade on the surgical space during robot-assisted laparoscopic surgery: a
prospective randomized controlled study

J Anesth. 2024 Jun;38(3):321-329. doi: 10.1007/s00540-
024-03309-5. Epub 2024 Feb 15.

Original Article

114
Noguchi S, Saito J,
Hirota K.

麻酔科・集中治療科 Reply to the letter to editor "factors influencing abdominal compliance"
J Anesth. 2024 Jun;38(3):420. doi: 10.1007/s00540-024-
03340-6. Epub 2024 Mar 19.

Letter

115
Uchida S, Takekawa D,
Kato K, et al

麻酔科・集中治療科
Retraction Note: Acute coronary syndrome due to left main coronary trunk
compression 2 months after left atrial auricle clipping: a case report

JA Clin Rep. 2024 Jun 6;10(1):36. doi: 10.1186/s40981-
024-00719-y.(オンライン)

Case report

116
Sato Yuri, Kushikata
Tetsuya, Hamakake
Miyu, et al

麻酔科・集中治療科
Anesthetic management of brachiocephalic-axillary-femoral artery bypass in a
patient with aortitis syndrome(

弘前医学(0439-1721)75巻1号 Page39-43(2024.10) Original Article

117
Kinoshita S, Ohkuma H,
Fujiwara N, et al

脳神経外科
Long-term postoperative prognosis and associated risk factors of chronic subdural
hematoma in the elderly

Clin Neurol Neurosurg. 2024 Aug;243:108186. doi:
10.1016/j.clineuro.2024.108186. Epub 2024 Feb 29.

Original Article

118
Nomura Yu, Mizukami Ai,
Ueno Kota, et al

脳神経外科
Hemorrhagic Dural Arteriovenous Fistula with A Single Shunt Point on the Lateral
Wall of the Cavernous Sinus: A Case Report and Literature Review

弘前医学(0439-1721)75巻1号 Page57-62(2024.10) Case report

119
Kyouno K, Yokota .,
Hanada H, et al

形成外科
Staphylococcal Toxic Shock Syndrome in an Adult Following Minor Scald Burn
Injury.  A Case Report

Int.J.Surg.Wound.Care. 6:25-31.2025.3 Case report

120
Nomura O, Aoyagi A, Irie
J, et al

救急科
Positive emotions for promoting quality improvement of extracorporeal membrane
oxygenation therapy for COVID-19: In situ interprofessional simulation

Acute Med Surg. 2024 Aug 23;11(1):e70002. doi:
10.1002/ams2.70002. eCollection 2024 Jan-Dec.(オンラ
イン)

Original Article

121
Itoga M, Hayashi W,
Kayama S, et al

呼吸器内科・感染症科
Severe co-infection caused by difficult-to-diagnose hypermucoviscous Klebsiella
pneumoniae K1-ST82 in a patient with COVID-19: a case report

BMC Infect Dis. 2024 Oct 28;24(1):1215. doi:
10.1186/s12879-024-10092-x.

Case report

122
Akita T, Ariyasu R,
Kakuto S, et al

呼吸器内科・感染症科
Distinction of ALK fusion gene- and EGFR mutation-positive lung cancer with
tumor markers

Thorac Cancer. 2024 Apr;15(10):788-796. doi:
10.1111/1759-7714.15268. Epub 2024 Feb 24. PMID:
38400801; PMCID: PMC10995710.

Original Article

123
Itoga M, Ishioka Y,
Makiguchi T, et al

呼吸器内科・感染症科
Role of G-protein-coupled estrogen receptor in the pathogenesis of chronic
asthma.

Immunol Lett2024 Feb;265:16-22. doi:
10.1016/j.imlet.2023.12.001. Epub 2023 Dec 22. Erratum
in: Immunol Lett. 2024 Jun;267:106868. doi:
10.1016/j.imlet.2024.106868. PMID: 38142780.

Original Article

124
Ishimoto Y, Ide S,
Watanabe , et al

放射線診断科
Usefulness of pituitary high-resolution 3D MRI with deep-learning-based
reconstruction for perioperative evaluation of pituitary adenomas

Neuroradiology. 2024 Jun;66(6):937-945. Original Article

125
Katsuya Tamaki*,
Norihiro Saito*, Hirofumi
Tomita

検査部門
Serum 3-Hydroxybutyrate is Expected to Serve as One of the Supportive
Diagnostic Markers of Persistent Idiopathic Dentoalveolar Pain (PDAP)

J Pain Res. 2023 Nov 22:16:4005-4013. doi:
10.2147/JPR.S436034. eCollection 2023.

Original Article 計125件

(注)
1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

論文種別

1

2

3

～  計 件

(注

1

2 　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の
講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当
該特定機能病院に所属している場合に限る。）

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合
には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

   委員会の構成、倫理審査申請から審査結果までの流れなど。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 9回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

   利益相反マネジメントの対象及び基準、委員会構成など。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年 0回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 2回 

 ・研修の主な内容 

〇倫理指針不適合についての説明及び、倫理審査申請システム利用の注意点 

〇研究デザインと統計解析の選択 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

弘前大学医学部附属病院の専門医養成研修プログラムは、将来その分野の先端を担う人間性豊

かな良医の育成と科学的な思考能力の涵養、最先端の医療技術の習得を目標としている。そのた

めに、大学病院ならではの症例等の豊富さ、経験豊かな先輩医師、診療科を超えた総合的診療体

制、大学院在籍中でも研修可能など多くのメリットを活用して、若き医師の学位、各領域認定医

・専門医の資格取得などキャリアアップを支援する体制を整えている。 

平成30年4月から新専門医制度による専門研修を開始しており、当院の専門研修プログラムは、

以下19基本領域全てを整備している。 

 内科、精神科、小児科、外科、整形外科、リハビリテーション科、皮膚科、泌尿器科、眼科、

耳鼻咽喉科、放射線科、産婦人科、麻酔科、脳神経外科、形成外科、救急科、臨床検査、病理、

総合診療 

 

また、従来から、以下の各学会の公認する専門医養成施設となっている。 

 日本小児科学会、日本皮膚科学会、日本精神神経学会、日本外科学会、日本整形外科学会、日

本泌尿器科学会、日本医学放射線学会、日本麻酔科学会、日本病理学会、日本救急医学会、日本

消化器病学会、日本循環器学会、日本血液学会、日本内分泌学会、日本糖尿病学会、日本腎臓学

会、日本肝臓学会、日本アレルギー学会、日本老年医学会、日本神経学会、日本消化器外科学会

、呼吸器外科専門医合同委員会、三学会構成心臓血管外科専門医認定機構、日本小児外科学会、

日本心身医学会、日本リウマチ学会、日本消化器内視鏡学会、日本大腸肛門病学会、日本周産期

・新生児医学会、日本超音波医学会、日本核医学会、日本集中治療医学会、日本輸血・細胞治療

学会、日本透析医学会、日本臨床腫瘍学会、日本ペインクリニック学会、日本脳卒中学会、日本

肝胆膵外科学会、日本乳癌学会、日本呼吸器内視鏡学会、日本高血圧学会、日本手外科学会、日

本婦人科腫瘍学会、日本がん治療認定医機構・日本がん治療認定医機構（歯科口腔外科）、日本

心療内科学会、日本熱傷学会、日本臨床細胞学会、日本緩和医療学会、日本頭頸部外科学会、日

本インターベンショナルラジオロジー学会、日本認知症学会、日本小児循環器学会、日本生殖医

学会、日本胆道学会、日本心血管インターベンション治療学会、日本小児血液・がん学会、日本

心臓血管麻酔学会、日本不整脈心電学会、日本感染症学会、日本脈管学会、日本カプセル内視鏡

学会、日本消化管学会、日本炎症性腸疾患学会、日本産科婦人科内視鏡学会、日本内分泌外科学

会、日本リハビリテーション医学会、日本小児神経学会、日本女性医学学会、日本食道学会、日

本脊椎脊髄病学会、日本東洋医学会、日本呼吸療法医学会、日本臨床神経生理学会、日本心身医

学会・日本心療内科学会合同心療内科専門医制度委員会、日本膵臓学会、日本血栓止血学会、日

本腹部救急医学会、日本成人先天性心疾患学会、日本総合病院精神医学会、日本病態栄養学会、

日本消化器がん検診学会、日本口腔外科学会、日本小児口腔外科学会、日本口腔腫瘍学会、日本

口腔科学会、日本顎関節学会 

 

 

 

 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数     379.58人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 



3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役職等 臨床経験年数 特 記 事 項        

櫻庭 裕丈 消化器内科、血液内科、免疫内科 教授 26年  

富田 泰史 循環器内科、腎臓内科 教授 27年  

田坂 定智 呼吸器内科、感染症科 教授 35年  

藤田 征弘 内分泌内科、糖尿病代謝内科 教授 32年  

冨山 誠彦 脳神経内科 教授 39年  

佐藤 温 腫瘍内科 教授 37年  

中村 和彦 神経科精神科 教授 35年  

照井 君典 小児科 教授 33年  

皆川 正仁 呼吸器外科、心臓血管外科 教授 29年  

袴田 健一 消化器外科、乳腺外科、甲状腺外科 教授 40年  

袴田 健一 小児外科 教授 40年  

石橋 恭之 整形外科 教授 38年  

赤坂 英二郎 皮膚科 教授 22年  

畠山 真吾 泌尿器科 教授 25年  

上野 真治 眼科 教授 27年  

工藤 直美 耳鼻咽喉科頭頸部外科 准教授 17年  

青木 昌彦 放射線治療科 教授 36年  

掛田 伸吾 放射線診断科 教授 29年  

横山 良仁 産科婦人科 教授 37年  

斎藤 淳一 麻酔科・集中治療科 教授 17年  

斉藤 敦志 脳神経外科 教授 27年  

漆舘 聡志 形成外科 教授 30年  

花田 裕之 救急科 教授 40年  

津田 英一 リハビリテーション科 教授 35年  

齋藤 紀先 検査部 准教授 28年  

黒瀬 顕 病理診断科 教授 38年  

米田 博輝 総合診療部 准教授 26年  

小林 恒 歯科口腔外科 教授 38年  

 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容   医療機器に係る安全管理 

 ・研修の期間・実施回数   令和6年7月11日～令和6年8月16日(eラーニング) 

 ・研修の参加人数  56名 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病 院 長 袴田 健一 

  管理担当者氏名 事務部長 中野 公雄 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事

項 

病院日誌 病歴部 
医療情報部 
薬剤部 
放射線部 

概ね電子データで管理。処
方せん、持参フィルム等一部
の記録は、原本を中央カルテ
室で保管。 
 紙診療記録については、診
療記録管理規程により、病院
外への持ち出しを禁止してい
る。 
 医療情報パソコン及びロー
カル保存データは、情報管理
システム運用管理規程の定め
により、システム管理者の許
可を得て、病院外への持ち出
しができることとなっている
。 

各科診療日誌 
処方せん 
手術記録 
看護記録 
検査所見記録 
エックス線写真 
紹介状 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 概ね電子データで管理 
高度の医療の提供の実績 経営企画課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

経営企画課 
 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全推進室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファイル形式(紙媒体) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  
医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 
医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御センター 
ファイル形式(紙媒体) 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  
従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  
感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  
医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   
医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医事課 
薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学部 
放射線部 
 
 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 
医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課 ファイル形式(紙媒体) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療安全推進室 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

病歴部 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全推進室 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療安全推進室 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 
 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全推進室 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全推進室 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

総合患者支援センタ
ー 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医療安全推進室 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療安全推進室 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

弘前大学医学部附属病院　事務部長　中野　公雄

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　　　国立大学法人弘前大学情報公開取扱規程に基づき、閲覧要求に応じる。

　閲覧の手続の概要

　閲覧責任者氏名 弘前大学医学部附属病院　病院長　袴田　健一

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

弘前大学情報公開室(弘前大学事務局棟１階)

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 

① 医療安全管理に関する基本的考え方 
  ② 医療安全管理のための組織体制 
  ③ 院内報告体制 
  ④ 安全な医療を提供するための職員研修 
  ⑤ 安全確保を目的とした改善のための要点 
  ⑥ 医療事故発生時の対応 
  ⑦ 医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
  ⑧ 患者からの相談への対応に関する基本方針 
  ⑨ その他医療安全推進の要点 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 12 回 
・ 活動の主な内容： 
 
① 医療事故予防・防止に関する情報収集及び対策の検討 
② 医療事故防止マニュアルの作成 
③ 医療事故予防・防止の教育、研修の企画、立案及び実施 
④ 医療事故が発生した場合における速やかな原因究明のための調査・報告及び分析 
⑤ 医療事故の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の立

案、実施及び院内に勤務する者への周知 
⑥ 医療事故の改善のための方策の実施状況の調査、及び必要に応じた当該方策の見直し 
⑦ 医事紛争の予防・防止及びその対策 
⑧ 医療法第 6 条の 10 の規定に定められている医療事故（当該病院等に勤務する医療従事者が

提供した医療に起因し、又は起因すると疑われる死亡又は死産であって、当該管理者が当該
死亡又は死産を予期しなかったものとして厚生労働省令で定めるもの）が疑われる事例の検
証 

 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 5 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

①「第 1 回医療安全研修会」（e ラーニング） 
②「第 2 回医療安全研修会」（e ラーニング） 
③BLS 部署別講習会･エピペン注射液実技講習会（指導者講習会含む） 
④不眠症診療 Web セミナー ～安全な入院体制確立を目指した不眠治療の在り方～  
⑤安全な輸血業務・輸血治療のポイント  

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

① 医療事故発生時、安全管理委員会への報告 
② 医療事故の事例収集・分析により、院内での問題点を把握し、改善策の企画立案及び評価の

上、情報を共有 
③ 重大な医療事故発生時の管理者への報告 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

① 医療関連感染対策に関する基本的な考え方 
  ② 感染管理の組織と役割 
  ③ 職員に対する医療関連感染対策に関わる研修 
  ④ サーベイランス 
  ⑤ 院内感染発生時の報告体制・アウトブレイク時の対応 
  ⑥ 医療関連感染対策のための指針閲覧に関すること 
  ⑦ その他医療関連感染対策の推進に関する基本的な考え方 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

① 医療関連感染防止対策の検討 
  ② 医療関連感染防止マニュアルの作成 

 ③ 医療関連感染防止の教育、研修の実施 
 ④ 院内感染発生時の周知体制 
 ⑤ 院内感染発生時の原因分析、改善策立案・実施、職員への周知 

  ⑥ 委員会で立案された改善策の実施状況の調査・見直し 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 4 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

①「医療安全ハンドブック説明会」（eラーニング）（集合研修） 
②感染対策研修会 「標準予防策」（eラーニング）（集合研修） 
③青森県抗菌化学療法セミナー2024 「抗菌薬適正使用の基本」（eラーニング） 
④2024年度第2回 青森県抗菌化学療法セミナー「外来抗菌薬の使用量評価について」 
（eラーニング） 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

① 院内感染の発生状況を把握するため、院内での感染症の発生動向の情報を共有。 
    ② 重大な院内感染発生時、地域の専門家等に相談が行われる体制を確保。 
  ③ 「新型インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症等発生時における診療継続計画」に即し

た院内感染対策マニュアルを整備。 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 1 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

医療安全ハンドブック説明会 「院内カリウム製剤の取扱いについて」 
（e-ラーニング、集合研修） 

 
 
 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

① 医薬品採用・購入 
   ② 医薬品の管理全般 
   ③ 患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関すること 
   ④ 患者に対する与薬や服薬指導に関すること 

⑤ 医薬品情報の収集・管理・提供 
   ⑥ 他施設との連携 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

・ダラザレックス（小児再発Tリンパ芽球性リンパ腫） 
  ・ジャカビ（小児血球貪食性リンパ組織球症の再燃に対する治療目的） 

 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

① 薬剤部内ミーティングにおいて、各部門担当者より、処方せん疑義照会内容、ヒヤリハッ
ト事例、禁忌・適応外使用状況、インシデント事例、薬学的介入事例などの報告があり、
全体に周知が図られている。 

② 月 1 回、病棟・外来常備薬の定数・使用期限チェックを実施している（向精神薬・毒薬も
含む）。 

③ 調剤支援システム「PORIMS」を活用し、PTP ヒートのバーコードを読み込ませることによ
り薬剤の取り間違え防止対策を実施している。2024 年度には認証の対象薬として外用薬を
追加した。 

 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 38 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

① 医療機器の有効性・安全性 
② 医療機器の使用方法 
③ 医療機器の保守点検 
④ 医療機器不具合発生時等の対応 

  ⑤ 医療機器使用に関して特に法令上遵守すべき事項 
  ⑥ 医療機器の新規導入時研修 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

放射線部門：①毎日の始業点検と終業点検、②定期保守点検(放射線治療機器、MRI装置、CT
装置、血管撮影装置)、③消耗部品の耐久時間・過去の故障実績を鑑みたスポ
ット点検、④故障時の修理・部品交換に合わせた点検 

    臨床工学部門：年間点検計画に基づき、定期点検又始業点検、動作中点検を行い、安全点検
システムMARISで一括管理をしている。 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

・テクノウッド ディスポーザブルバイオプシー鉗子 
・Freezor MAX冷凍アブレージョンカテーテル 
・薬剤溶出性バルーンカテーテル 
・タムガイドファイバー 
・Fogartyカテーテル 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

① 添付文書等の管理 
② 医療機器に係る安全性情報等の収集 
③ 病院管理者への報告 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

医療安全管理責任者が医療安全管理委員会委員長として委員会を招集し議長を務める。委員会で
は、医療安全管理部門、医薬品及び医療機器安全管理責任者による報告が行われる。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 2名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

【収集方法】 
・医薬品・医療機器等安全情報（PMDA よりメール） 
・医療安全情報（日本医療機能評価機構よりメール） 
・注意喚起文書（日病薬 HP） 
・医薬品安全情報（製薬メーカー、医薬品販売業者）等・緊急安全性情報発出時には、薬剤シス

テム〈湯山製作所）を用いて使用患者を特定 
【周知方法】 
・緊急安全性情報は即時に全診療部門、全病棟、使用医師に印刷物を配布（医療情報端末 Web に

も掲載） 
・安全性速報は全診療部門、全病棟に印刷物を配布（医療情報端末 Web にも掲載） 
・薬剤部医薬品情報室から定期的に発行している Drug Information に掲載 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

① 把握 
・未承認新規医薬品医療機器を用いた医療実施申請書の確認により把握 
・各病棟担当者が当該医師に提出を依頼する「適応外使用薬剤報告書（禁忌薬剤も含   
む）」により把握 

② リスクの検討 
・未承認新規医薬品医療機器等評価部門での検討 
・未承認新規医薬品医療機器等評価委員会への審査依頼 
・医学科倫理委員会への審査依頼（必要時） 
・薬剤部ミーティングで検討 

  ③ 妥当性等の確認 
    ・未承認新規医薬品医療機器を用いた医療審査結果通知書の結果通知で確認 
    ・薬剤部ミーティングで確認 

④ 処方した医師等に対し処方変更等の提案 
    ・調剤・製剤担当者による疑義照会 
    ・各病棟担当者からの主治医へ伝達 

⑤ 医薬品安全管理責任者への報告 
・副薬剤部長および薬剤部医薬品情報担当者（DI主任）が報告 

 
・担当者の指名の有無（有・無） 
・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師(医薬品情報主任)） 
（所属：薬剤部 ，職種 副薬剤部長） 

 



 
 
 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容
：  
インフォームド・コンセント実施責任者は、インフォームド・コンセントの構成の遵守状況を定期的
に確認し、必要な指導を行うとともに、共有すべき事例を周知又は研修で取り上げるなど情報の共有
を行う。 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

院内規程に基づきカルテ記載状況等の点検を行い、その結果を各診療科へフィードバックすると
ともに院内会議にて講評する。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（ 4 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 1 ）名 

 うち医師：専従（ 1 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 0 ）名 

 うち薬剤師：専従（ 1 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 0 ）名 

 うち看護師：専従（ 2 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 0 ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

※所属職員は、有資格者であり、医療安全に関する必要な知識の修得のための研修等を受講して

おり、医療安全管理委員会の構成員となっている。 

・活動の主な内容： 

① 医療事故の防止及び安全管理推進に係る診療科、中央診療施設等並びに病院内各部署への指導、
監督 

② 診療科等が提出する患者に係る死亡報告書に基づく、病院長への報告 
③ アクシデント、インシデント及び死亡事例についての調査、情報収集、報告の集計及び分析 
④ インフォームド・コンセントの適切な実施 
⑤ 事故、その他の医療安全推進室において取り扱うことが必要なものとして病院長が認める事象

が発生した場合における診療録、その他の診療に関する記録の確認、患者又はその家族への説
明、当該事象の発生の原因の究明の実施、その他の対応の状況の確認及び当該確認の結果に基
づく院内に勤務する者への必要な指導 

⑥ 医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握及び職員の医療の安全に関する意識の向上の
状況の確認 

⑦ その他リスクマネージメントに関すること。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に

ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 



 
 
 

 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 6 件）、及び許可件数（  6 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

① 高難度新規医療技術実施申請の内容確認及び評価委員会実施 
  ② 評価委員会の審議結果を申請診療科長等に通知し、病院長へ報告すること 
  ③ 定期的及び術後に患者が死亡した場合等に、手術記録、診療録等の確認、法令及び当院要項

等の遵守状況の確認をし、病院長へ報告すること 
  ④ 委員会での審査資料、議事概要及び法令・要項等の遵守状況の確認の記録の保管（審査又は

確認の日から少なくとも５年間） 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 9 件）、及び許可件数（ 9 件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

① 未承認新規医薬品等を用いた医療実施申請の内容確認及び評価委員会実施 
  ② 評価委員会の審議結果を申請診療科長等に通知し、病院長へ報告すること 
  ③ 定期的及び術後に患者が死亡した場合等に、手術記録、診療録等の確認、法令及び当院要項

等の遵守状況の確認をし、病院長へ報告すること 
④ 委員会での審査資料、議事概要及び法令・要項等の遵守状況の確認の記録の保管（審査又は

確認の日から少なくとも５年間） 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 290 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも



 
 
 

 

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 70 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

① 医療事故予防・防止に関する情報収集及び対策の検討 
② 医療事故防止マニュアルの作成 
③ 医療事故予防・防止の教育、研修の企画、立案及び実施 
④ 医療事故が発生した場合における速やかな原因究明のための調査・報告及び分析 
⑤ 医療事故の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の立

案、実施及び院内に勤務する者への周知 
⑥ 医療事故の改善のための方策の実施状況の調査、及び必要に応じた当該方策の見直し 
⑦ 医事紛争の予防・防止及びその対策 
⑧ 医療法第 6 条の 10 の規定に定められている医療事故（当該病院等に勤務する医療従事者が提

供した医療に起因し、又は起因すると疑われる死亡又は死産であって、当該管理者が当該死亡
又は死産を予期しなかったものとして厚生労働省令で定めるもの）が疑われる事例の検証 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：東京科学大学病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：名古屋大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

〇各診療科で作成する IC文書は医療安全推進室で審査を行い，適合と判断したものは既存の診療

録管理委員会を通じて承認・管理する体制を整備した。 

〇具体的な２つの方法（識別子）を用いて行う手順について，2025 年度医療安全ハンドブックに掲

載した。 

〇担当部門と審査部門の構成員について規程の見直しを実施した。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

総合患者支援センター内に、患者からの相談及び苦情全般に対応する部門を設置している。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

１．令和 6年 5月 10 日～令和 7年 3月 25 日 

 「第 1 回医療安全研修会」（e ラーニング） 

 

２．令和 6年 7月 17 日～令和 7年 3月 25 日 

「第 2回医療安全研修会」（eラーニング） 

     

３．令和 6年 5月 14 日～令和 7年 3月 25 日 

BLS 部署別講習会･エピペン注射液実技講習会（指導者講習会含む） 

        

 

４．令和 6年 9月 18 日  



 
 
 

 
不眠症診療 Web セミナー ～安全な入院体制確立を目指した不眠治療の在り方 

 

５．令和 6年 6月 3日～令和 7年 3月 25 日     安全な輸血業務・輸血治療のポイント  

                

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

日本医療機能評価機構主催の 2024 年度特定機能病院管理者研修を以下のとおり受講 
管理者:令和 7年 1月 17 日 

医療安全管理責任者：令和 7年 1月 15 日 

医薬品安全管理責任者：令和 6年 12 月 19 日 

医療機器安全管理責任者：令和 7年 1月 17 日 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

【実施年月日】令和 7年 2 月 18 日～2月 19 日 
【実施機関】 日本品質保証機構の定期審査を受審した。 
【審査結果】 
「今回の定期審査では、適用規格〔ISO 9001:2015〕の中で改善指摘事項が発見されませんで

した。登録されているマネジメントシステムについて、システムが維持されていると判断致し

ます。」との本審査結果の判定により、登録証は引き続き適切と判断された。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

審査報告書を附属病院ホームページに掲載した。（令和 7年 3月 21 日） 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

審査報告書を院内各部署へ送付し、共有を図った。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

国立大学法人弘前大学病院長の選考及び任期等に関する規程 

  第3条 病院長の資格は、本学の教授であって、かつ、次に掲げる要件を満たす者とする。 

      (1) 医師免許を有している者 

      (2) 医療安全確保のための必要な資質及び能力を有している者 

      (3) 病院の管理運営に必要な資質及び能力を有している者 

     2 学長は、前項に定める要件の具体的内容について、選考を開始する前までに病院長選

考基準(以下「選考基準」という。)として定め、公表するものとする。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   大学及び附属病院ＨＰに掲載。 
 
 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

弘前大学医学部附属病院運営会議：病院の運営方針、中期計画、予算及び決算 等 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

附属病院ＨＰ内の院内専用ページに掲載 

 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

附属病院ＨＰ内の院内専用ページに掲載（外部からはアクセス不可）  

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

袴田 健一 ○ 医師 病院長 

田坂 定智  医師 副病院長 

花田 裕之  医師 副病院長 

横山 良仁  医師 副病院長 

漆舘 聡志  医師 副病院長 

櫻庭 裕丈  医師 病院長補佐 

掛田 伸吾  医師 病院長補佐 

斉藤 敦志  医師 病院長補佐 

玉井 佳子  医師 病院長補佐 

青木 昌彦  医師 病院長補佐 

松坂 方士  医師 病院長補佐 

新岡 丈典  薬剤師 病院長補佐・薬剤部長 

長尾 麻紀子  看護師 病院長補佐・看護部長 

小林 恒  歯科医師 歯科口腔外科科長 

石山 雅大  臨床検査技師 医療技術部長 

中野 公雄  事務職員 事務部長 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 

大学ＨＰに掲載 
 
 ・ 規程の主な内容 

（人事等） 

国立大学法人弘前大学管理運営規則 

・病院長は、医学部附属病院を代表し、大学の方針に従い、医学部附属病院の管理運営

をつかさどる。 

弘前大学医学部附属病院規程 他 

   ・副病院長、病院長補佐等執行役職員の推薦、指名、及び院内各部署等の長、院内各委

員会委員の選考、指名、任命を行う。 

 

（契約等） 

国立大学法人弘前大学会計規則 

   ・予算責任者を部局の長と定める。（病院長が予算責任者。） 

  国立大学法人弘前大学予算管理規程 

・附属病院を予算部局に定める。 

  国立大学法人弘前大学会計機関等の事務及び職位等に関する規程  
      ・契約担当役（会計機関）として病院長を指定する。（附属病院を含む本町地区部局の

所掌に係る契約を担当） 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

副病院長 ：病院長の職務を助ける 

（総務担当、経営担当、危機管理・ＢＣＰ担当、医療安全担当､業務改善担当

、病院再開発担当） 

病院長補佐：指定された事項を処理する 

（病院における教育・研修担当、地域医療担当、遠隔医療推進担当、国際化担

当､接遇・ハラスメント担当、患者サービス向上担当､DX担当、研究担当、看

護担当） 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
令和7年８月５日開催の厚生労働省主催令和７年度トップマネジメント研修に 

病院長が参加。 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

① 医療安全管理責任者、医療安全推進室、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療
機器安全管理責任者等の業務について医学部附属病院長等から報告を求め、又は必要に応じて
自ら確認を実施すること。 

② 必要に応じ、学長又は医学部附属病院長に対し、医療に係る安全管理についての是正措置を
講ずるよう意見を表明すること。 

③ ①又は②に掲げる業務について、その結果を公表すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：附属病院ＨＰに掲載 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

相馬 悌 黒石市国民健康保険黒

石病院 病院事業管理

者 

○ 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 1 

板橋 幸弘 つがる西北五広域連合

鰺ヶ沢病院院長 

 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 1 

長谷河 亜希子 弘前大学人文社会科学

部公共政策講座 教授 

 法律に関する識

見を有する者 

有・無 

 

1 

吉澤 篤 前弘前大学理事  医療を受ける者 有・無 2 

田坂 定智 弘前大学大学院医学研

究科呼吸器内科学講座 

教授（副病院長） 

 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 1 

櫻庭 裕丈 弘前大学大学院医学研

究科消化器内科学講座 

教授（病院長補佐） 

 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

有・無 1 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 

国立大学法人弘前大学コンプライアンス基本規則を制定し、コンプライアンス委員会を設置。 
・学内にコンプライアンス総括責任者（理事（総務担当））を委員長とする「コンプライアンス

委員会」を組織し、定期的な委員会開催により法令遵守状況及び違反事項等の把握を行い、法
令遵守の確保に努めている。 

・本学におけるコンプライアンス事案発生を防止する観点から、コンプライアンスの重要性に関
する認識を高め、遵守すべき法令等に関する理解の増進及び周知徹底を図る目的で「コンプラ
イアンス研修」をｅ－ラーニング形式で実施した。また、過去に実施したコンプライアンス研
修資料に加え、コンプライアンス理解度テストをホームページ上に掲載し、未受講者に対する
啓発に努めている。 

 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

弘前大学ＨＰに掲載 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

病院の予算執行状況等、管理運営に関する重要事項について監督する。 
・①役員会   
・②経営協議会  
・③法人内部監査（定期） 
・④監事監査（期末監事監査（監事ヒアリング）） 

①②病院の管理運営や中期計画の進捗状況などの重要事項について審議を行う。 

③④調査票による病院の管理運営や中期計画の進捗状況などの重点事項の確認、及び病院
長等へのヒアリング。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 32 回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 30 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   弘前大学ＨＰに掲載 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

・①役員会   
・②経営協議会   
・③法人内部監査（定期監査） 

・④監事監査（期末監事監査（監事ヒアリング）） 

会議体の委員名簿 

氏名 

①役員会 

所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

福田 眞作 国立大学法人弘前大学 ○ 有・無 

若林 孝一 国立大学法人弘前大学  有・無 

藤波 豊彦 国立大学法人弘前大学  有・無 

岡﨑 雅明 国立大学法人弘前大学  有・無 

曽我 亨 国立大学法人弘前大学  有・無 

橋本 恭男 国立大学法人弘前大学  有・無 

佐野 輝男 国立大学法人弘前大学  有・無 

 

氏名 

②経営協議会 

所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

福田 眞作 国立大学法人弘前大学 ○ 有・無 

若林 孝一 国立大学法人弘前大学  有・無 

藤波 豊彦 国立大学法人弘前大学  有・無 

岡﨑 雅明 国立大学法人弘前大学  有・無 

曽我 亨 国立大学法人弘前大学  有・無 

橋本 恭男 国立大学法人弘前大学  有・無 

袴田 健一 国立大学法人弘前大学  有・無 

牛田 千里 国立大学法人弘前大学  有・無 



 
 
 

 
石鉢 康範 株式会社東奥日報社  有・無 

今井 高志 株式会社日産サティオ弘前  有・無 

岡井 眞 岡井公認会計士事務所  有・無 

櫛引 利貞 カネショウ株式会社  有・無 

九戸 眞樹 元弘前市教育委員会  有・無 

小谷 知也 青森県副知事  有・無 

須藤 慎治 株式会社みちのく銀行 

株式会社プロクレアホールディ

ングス 

 有・無 

永澤 弘夫 弘前商工会議所  有・無 

中林 弓子 中林・實籾法律事務所  有・無 

 

氏名 

③法人内部監査 

所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

加藤 惠吉 人文社会学部 教授 〇 有・無 

石川 隆二 農学生命科学部 教授  有・無 

伊東 俊司 理工学研究科 教授  有・無 

長谷川 公栄 附属病院経理調達課 課長  有・無 

三浦 尚子 理工学研究科 事務長  有・無 

山田 智子 法人内部監査室 室長補佐  有・無 

成田 晶代 法人内部監査室 専門職員  有・無 

 

氏名 

④監事監査 

所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

中川 晃 国立大学法人弘前大学 監事  有・無 

三上 友子 国立大学法人弘前大学 監事  有・無 

 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

・附属病院ＨＰに掲載 

・新採用者オリエンテーションで説明 

・医療に係る安全管理等の研修で説明 

 

 


